
北区　区域まちづくり事業　効果検証シート

事業名称 実施主体

北区安全安心のまちづくり事業 北区役所自治推進課

事業目的 事業内容 活動指標 R4 R5

◎

　犯罪や交通事故の発生抑止に寄
与するだけでなく、必要な箇所に防
犯カメラが設置されているという状
況が、地域に暮らす住民の安心感
につながる。

R6

  地域や警察等関係機関と連携しながら、犯罪や
交通事故の発生を抑止し、安全で安心して暮らせ
るまちづくりを推進する。

  防犯カメラの適切な維持管理等を通じた防犯環
境の整備

刑法犯認知件数
1,224 1,2521,001

○

　地域や警察等関係機関との連携を図りながら行う防犯カメラの適切な維持
管理により、犯罪や交通事故の発生抑止を図り、地域住民の安全・安心な暮
らしを守っている。

①妥当性 ②協働の視点 ③インパクト ④効率性

◎

　防犯カメラの適正な維持管理によ
り、犯罪の抑止効果が高まる。

○

　地域と連携した防犯カメラの適切
な維持管理が、犯罪や交通事故の
発生抑制だけでなく、犯罪の早期解
決に寄与している。

今後の方向性（課題、改善提案等）

拡充
継続

見直し
廃止

・令和７年度から地域安全推進事業に統合し、公設防犯カメラの故障対応や不具合の早期発見等の適切な維持管理に加えて、地域が設置した防犯カメラの
公設化も踏まえながら、防犯環境の整備に取り組む。
・地域や警察と連携して、増加傾向にある大阪重点犯罪を含めた刑法犯に対する区民の防犯意識の向上に取り組む。

○

　警察と連携し、防犯カメラの稼
働状況を適切に把握することに
より、効率的な維持管理が見込
まれる。

⑤自立発展性 総合評価

△

　地域が設置した防犯カメラは、管
理自治会等の経費負担や人的負担
が大きい。


